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倉山の太陽光発電所の電力貯蔵技術
研究サイトに超電導フライホイール蓄電システムの実証実験
施設が完成，今日まで鉄道総研が山梨県および参画各社と連
携する形で，太陽光発電電力の出力平滑化効果検証や日の出
から日没までの連続運転等の各種実証実験を継続的に実施し，
鉄道総研が考案した超電導磁気軸受を用いた超電導フライホ
イールの安定性や有効性が実証されつつあります。
　本報告では米倉山実証機のフライホイールの安定浮上，
安定回転に必要不可欠な4つの主要技術「高速回転型磁性流
体真空シール（MFS）技術」，「制御型磁気軸受（AMB）技術」，
「緊急時用制動抵抗（DBR）技術」，「緊急着地軸受（TDB）技術」
にスポットライトを当てて，この4つの技術に関する原理・

特徴，開発設計上の工夫および米倉山の実証機で確認され
た知見に基づく設計の妥当性検証結果について紹介します。


